
項 目 内 容
名称 サルビア・フルティコサ [英]Greek Sage、Greek Oregano、Salvia Griega、

Sauge Grecque [学名]Salvia fruticosa、Salvia triloba、Salvia sclarea L.

概要 サルビア・フルティコサは、東地中海沿岸に分布するシソ科の草本。高さ60～130 
cm程度に生長する。葉を茶として用いる場合もある。

法規・制度 ■食薬区分
「専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ
うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・揮発性油 (2～3％) (101)、ロスマリン酸などを含む (PMID:18646855) 
(PMID:12207464) 。
・揮発精油はシネオール (60％) 、ツヨン (5％) を含む (101) 。

分析法 ・ロスマリン酸をHPLC法 (PMID:12744657) にて分析した報告がある。
・精油中の成分をGC/MS法にて分析した報告がある (PMID:10888587) 
(PMID:14558770) (PMID:18646855) (PMID:12744657) 。
・地上部に含まれる精油中のフェノール系成分をHPLC/DAD法にて分析した報告が
ある (PMID:18646855) 。
・フェノール系成分をNMRにて同定した報告がある (PMID:12207464) 。

有効性
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18646855&dopt=Abstract
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ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた文献の中に見当たらない。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた文献の中に見当たらない。
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